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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
自己紹介。
長会長が登壇する予定であったが、残念ながら業務の関係で間に合わず、代読させていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日は、全国行政歯科技術職連絡会、通称『行歯会』のご紹介をさせていただきます。
行歯会は、全国の地方自治体に勤務する歯科医師、歯科衛生士の組織として
平成16年に発足し、今年で13年目を迎えます。　　現在会員数は、700名※確認
メーリングリストにより会員同士が情報交換やアドバイスを行っています。

今でこそメールを使ったやりとりは当たり前ですが、発足当初は自治体職員に個人アドレスが付与されたばかりで
全国何百名の会員に一斉に情報を配信するメーリングリストは画期的でした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
行政に勤務する歯科技術職は約900人
最も多いのは保健師で25,400人。
栄養士は3,200人。
それに比較すると、歯科は少数職種です。

全国47都道府県に歯科医師または歯科衛生士が配置されていますが
市区町村においては、むしろ歯科技術職はいない自治体の方が多く
約7割は保健師や栄養士が地域歯科保健を担っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

歯科技術職は一人という自治体も多く、身近に相談する仲間がいないという悩みがありましたが
行歯会の発足により、気軽に相談する場ができたということです。
最新のデータや文献に関する情報提供や、
厚労省からの情報や
事業の具体的な相談などがやり取りされています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、毎月、会誌『行歯会だより』を発行しています。
全国のフッ化物洗口の取り組みや
災害時の歯科保健に関する取り組みについて
連載記事を掲載しています。
読むことで日常業務に役立つ情報が得られ、事例の蓄積という点でも活用されています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
皆さんは歯科口腔保健の情報提供サイトはご存知でしょうか。
国立保健医療科学院のHPに通称『歯っとサイト』というページがあります。

これは、各自治体で歯科保健を担う他職種の方々にも向けた情報提供サイトです。
根拠法令や各種マニュアル等へリンクされていますので、是非ご覧ください。

行歯会の入り口もここにありますので、先ほどご紹介した『行歯会だより』も、どなたでもご覧いただくことができます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成23年度に歯科口腔保健の推進に関する法律が施行されました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
法律制定を前後して、各自治体で歯科保健条例が制定されました。

ちょうどこの頃から、歯科技術職が新規にまたは増員として採用がされ、世代交代が進み、若手が着実に増えています。
歯や口の健康が、健康で質の高い生活を営む上で基礎的かつ重要な役割を果たしているという科学的根拠も示されるようになり、健康寿命の延伸や健康格差の縮小に歯科が重要視されつつあります。
私達、行政に勤務する歯科技術職の役割は、所属する地方自治体やその配属部署によって様々で、概には語ることはできません。
都道府県は市町村を包括し広域にわたる業務を担い、市区町村は歯科健診や歯科健康教育等地域住民への対人業務が多いです。
しかし最近では、行政サービスの多様化、地域健康課題の複雑化に伴い、多職種連携や保健・医療・福祉をはじめとする部署間連携、関係団体との連携等、総合的に施策を推進する能力が求められるようになりました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

行政の歯科技術職に求められることは
①地域の特性と健康課題に対応した歯科保健計画や事業の企画立案
②他職種と連携した歯科保健事業の運営と事業評価
③各ライフステージに合わせた個人・集団・組織に対する支援
④地域の歯科保健状況に関する統計資料や関連情報の収集と発信
⑤ソーシャルキャピタルの醸成と社会資源のコーディネート
⑥健康危機管理及び災害歯科保健医療対策

これらを円滑に進めるためには、歯科技術職への期待と責任は大きいと感じています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
歯科保健の取り組みは、数で成果を示しやすいのが特徴です。

例えば、これは12歳児の一人平均むし歯本数の都道府県別グラフですが
これは、フッ化物洗口の取り組みの結果でもあります。
本日は次に秋田県での取り組みを詳しく発表してくださいます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本市での取り組みを少しだけ紹介します。
今年度、市の健康増進計画と併せて歯科保健計画を策定しました。
また、健口体操を広めるボランティア「いちはら歯っぴい8020応援隊」も間もなく結成10周年を迎えます。
私が入職した頃は市区町村の歯科衛生士の業務はいわゆる「歯みがきおねえさん」が主なものでした。
もちろん子どもたちや妊婦さんへの健康教育は大事ですが、常勤の歯科職種がすべきことは、時代とともに大きく変革しその能力も求められています。
「行政の歯科職種に求められていること」を常に自問自答、さらに行歯会の中でもディスカッションしていきたいと思っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
行歯会発足以前は、全国のどこに誰がいるかわからなかい状況でした。
行歯会により、各ブロック理事や各都道府県世話役の顔の見える関係ができつつあります。
みなさまの都道府県にも必ず世話役がいます。
「歯科保健」は、専門職にも住民にもわかりやすい媒体となって公衆衛生が進めやすい特徴があります。
ぜひ、お気軽にお声かけください。
これからも、日本国民に世界最高水準の歯科保健を提供することをめざしていきます。
本日はこのような場を設けていただき感謝申し上げます。
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